


( 3) 動物及び植物等

① 希少猛禽類については、準備書作成後に新たに発覚した事実を踏まえ、再

度、最新の研究成果に基づき営巣期を含めた調査、予測及び評価を実施し、

その結果を評価書に記載すること。また、その結果を踏まえ、専門家の意見

を聴きながら、必要に応じて風力発電機の基数の削減や位置の変更、稼働時

間の調整等の適切な環境保全措置を講ずること。

②希少猛禽類に対する環境保全措置として代償措置を実施する場合には、予

測評価の結果明らかとなった影響の程度に見合った代償措置を適切に実施

し、その効果を確認した上で事業を開始すること。

③ 希少猛禽類に対する環境保全措置について、供用後に新たな研究成果等が

発表された際には、必要に応じて追加的な措置を講ずること。

④希少な昆虫類及び植物類については、追加調査を実施し、その結果を評価

書に記載するとともに、影響が想定される場合には、専門家の意見を聴きな

がら適切な環境保全措置を講ずること。

⑤ コウモリ類に関する事後調査については、適切に実施するとともに、影響

が想定される場合には、専門家の意見を聴きながら適切な環境保全措置を講

ずること。

⑥ 風力発電機の設置や工事用道路の拡幅等に伴う改変により消失した植生

の復元に当たっては、事業実施区域の環境への適合を図るため、極力在来種

を採用するなど、適切な方法により実施すること。

⑦ 事業実施区域周辺は、過去に風衝荒廃が発生し、専門家や関係機関の取組

により植生の回復を実現させた場所であり、事業の実施により再度、風衝荒

廃が発生するおそれが高いため、専門家等の意見を聴きながら事業実施区域

について再度慎重に検討するとと。当該区域で事業を実施する場合には、風

衝荒廃が発生しない具体的根拠を明確にした上で、適切な環境保全措置を講

ずること。

③ 重要な植物群落に近接する風力発電機等については、削減又は位置の変更

により、その影響を回避すること。
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